








































































ありました (3)。そこで登場してきた人物が大スキピオ Scipio Africanusです。
その彼の養孫のスキピオ・アエミリアヌス Scipio Aemilianusに興味を持ち



















や Oxford Classical Text（原語表記）などの原典を収めたシリーズ
でした。その中で、割合と手に入れやすかったのが Loeb Classical 
Libraryでした。






























































































































































　 (8)そのときに利用したのが、Liddell & Scott, Greek-English Lexicon, 


























　(14)拙稿『グルメントゥム : その発掘の歴史』創価女子短期大学紀要 第
42号、2011年、39 - 60頁 ; 『グルメントゥム、その歴史を知るため





















































ボローニャ Bologna大学のジョヴァンニ・ブリッツィ Giovanni Brizzi教授
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などのほかに、前述したブリッツィ教授の多数の書物が存在しています。
むすびにかえて
　私自身はハンニバルを追いかけていくうちに、そのハンニバル以上に大切
なものを学ばせていただいたと確信しています。それはある面では語学の勉
強だったり、ギリシア語やラテン語との格闘だったり、あるいは苦手な対人
関係だったり、とさまざまな形で目の前に出てきました。ハンニバルの生
まれ故郷のカルタゴ、現在のチュニスにも何度か行くことができました。よ
く行くカンパーニャ州のサレルノからは船便がありますが、近そうで、シチ
リアのパレルモで通関に数時間費やし、結局チュニスまで 30時間ほどかか
ります。さまざまな書物と出会い、さまざまな人々と出会ったことが、ハン
ニバルを研究していく中で、自らに大きな栄養となって育まれていきました。
1ハンニバルに恋して
想像もしていなかったような出会いがあったことで、少しずつ対人恐怖症を
克服していっていることを実感しています。これがハンニバルを研究してい
く中で私が獲得した最大の成果だと思っています。今から思えば、トラシメ
ネス湖畔の戦いの近くのペルージャに数ヶ月住んだり、カンネーの戦いの近
くのバルレッタによく通ったのも幸運だったのかもしれません。
　ここまでが表側の公式な話です。裏側の人間的な話はいずれ話す機会があ
るのでは、と思っています。本日は拙い話を時間をさいて聴いていただき本
当にありがとうございました。やっと短大での講義が終わります。ありがと
うございました。
